
 

 

 

 平成28年度学校目標 

 

教育理念 

獅子のごとく勇気をもって進め 

撫子のごとく真心をもって歩め 
 

しっかりと学問を修め、専門性豊かな人、幅広い視野をもった人になろう。 

ものごとに挑戦する強い意志をもち、あきらめない人になろう。 

真剣に考え、話し合える人になろう。 

 

教育目標 

○ 不断の授業改善と学習意欲を高める教育課程の編成により、主体的に学ぶ意欲を高め、確かな学力を育む。 

○ 一人ひとりの適性に応じた進路指導を実践し、社会生活に必要な知識の習得と、より高みを目指すチャレンジ精神を育

成する。 

○ 細やかな生活指導により、基本的な生活習慣をしっかりと身に付け、規範意識の育成を図る。 

○ 地域との連携や特別活動の充実により、活力ある学校づくりを推進する。 

○ 防災教育、人権教育の充実を図り、いのちの大切さを理解し、行動できる人間を育成する。 

 

 

平成28年度学校評価報告書 目標設定 

 
 視点 １年間の目標 

取 組 の 内 容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の学習意欲を高

める授業の教員研修会

を実施する。 

②社会での活動に必要

な知識の習得に向けた

授業の実践、行事の精

選や新設、参加型の授

業の実践を進める。 

③教員、生徒が一丸と

なって、学校行事を盛

り上げていける体制を

作る。 

①生徒の学習意欲を高める授

業の教員研修会を３回以上実

施する。 

②研究委員会を設置し、新科目

『公共』に係る研究を進め、授

業の充実、行事の精選・新設を

図る。 

③-1 生徒会活動の活動報告を

行い、活動について学校全体の

意識の向上を図る。 

③－2 上高生徒議会を定期的に

開催し、課題に対して改善して

いける仕組みを作る。 

①研修結果をフィードバックした授

業が実践されたか。 

②新科目『公共』に係る研究として具

体的な授業の実践、行事の提案が行わ

れたか。 

③-1 生徒会掲示版の利用がなされて

いたか。 

③-2 生徒会の広報が定期的に発行さ

れていたか。 

③-3上高生徒議会が開催され、議会の

報告がなされたか。 

２ 
生徒指導
支援 

①部活動の加入率を上

げる。 

②個々の生徒に応じた

指導・支援を組織的に

行う。 

③防災教育、人権教育

の充実を図る。 

①部活動の活躍について、広報

や掲示版を使い、全校生徒へ発

信する。 

②個々の生徒の状況を把握し、

組織内での情報共有を図る。 

②日常の通学指導、定期的な交

通指導を充実させる。 

①部活動の加入率が前年度と比較し、

向上したか。 

②生徒の状況を把握し、情報共有がな

されたか。 

②日常の通学指導、定期的な交通指導

を行えたか。 



 

 

 

 
 

３ 
進路指導
支援 

①キャリア教育を中心

とした総合的な学習を

展開する。 

②社会参画への意識を

高めるため、諸活動を

充実させる。 

 

①生徒の進路実現に資するデ

ータの集積や活用をさらに進

める。 

①補習のPR活動を充実させる。 

①進路指導支援ツールの普及

につとめ、効率よく運用できる

ようにする。 

①検定試験の PR 活動につとめ

参加者を増やすとともに、各教

科からの啓発活動を行う。 

②積極的に社会参加するため

の能力・態度をさらに育成する

ための講話等を実施する。 

①進路指導に資するデータを活用で

きたか。 

①補習受講者の人数は増えたか。 

①進路指導支援ツールの使用者の人

数は増えたか。 

①検定試験の受験者数は増えたか。 

②講話は実施されたか。 

４ 
地域等と
の協働 

①ボランティア活動な

どを通して、社会への

視野を広げ、公共心を

養う。 

 

①ＨＰに載せる学校行事の写

真などに、生徒のものを取り

入れる。 

①ボランティア活動などの参

加者を増やす。 

①地域と連携した活動に、生徒

を参画させる。 

①ＨＰに生徒の撮った写真を活用で

きたか。 

①ボランティア活動などの参加者は

増えたか。 

①地域と連携した活動に、生徒を参画

させることができたか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①美化委員会・園芸委

員会の活動を充実させ

ることにより、全校生

徒の校内美化活動の意

識を高める。 

②１学期と２学期に実

践的なかたちでの防災

避難訓練を実施する。

また生徒の防災委員会

の活動を通して全校生

徒の防災意識を高め

る。 

②生徒一人ひとりに対

しての食料等を備蓄

し、地域・ＰＴＡとも

連携した防災訓練を実

施する。 

①美化委員会・園芸委員会の活

動を充実させる。 

②１・２学期にそれぞれ１回は

防災避難訓練を実施する。 

②防災委員会の活動をもとに

全校生徒に防災の意識を高め

る。 

②生徒一人ひとりに食料等を

備蓄し、地域の方々やＰＴＡの

方々と連携した防災訓練を実

施する。 

①美化委員会・園芸委員会の活動を充

実させることができたか。 

②１・２学期とも中間テストの最終日

に防災避難訓練を実施できたか。 

②防災委員会の活動を充実させるこ

とにより、防災意識を高めることがで

きたか。 

②生徒一人ひとりに食料等を備蓄し、

さらに地域やＰＴＡと連携した防災

訓練が実施できたか。 


